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令和７年度の県内の専攻医採用数等を公表します 

 

 

このことについて、別添資料のとおりお知らせします。 

なお、内容について確認等が必要な場合は、１５時に医療薬務課までお越しください。 
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県内へ 県外へ その他 県内へ 県外へ その他 県内へ 県外へ その他 県内 県外

県立中央病院 16 13 12 1 0 3 3 0 0 15 1 0 2 2 0 4 2

青森市民病院 2 2 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 - - - - -

63 54 9 64 52
(3) (1) (2) (5) (2)

国立病院機構弘前総合医療センター 10 8 8 0 0 2 2 0 0 10 0 0 - - - - -

津軽保健生活協同組合健生病院
※専門研修＝青森民医連プログラム（健生病院、健
生黒石診療所）の計

2 0 0 0 0 2 2 0 0 2 0 0 1 1 0 0 1

黒石市国民健康保険黒石病院 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 - - - - -

つがる西北五広域連合つがる総合病院 3 3 3 0 0 0 0 0 0 3 0 0 - - - - -

八戸市立市民病院 18 11 8 2 1 7 6 1 0 14 3 1 4 2 2 5 3

八戸赤十字病院 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

青森労災病院 3 1 1 0 0 2 0 1 1 1 1 1 - - - - -

十和田市立中央病院 5 4 4 0 0 1 1 0 0 5 0 0 3 2 1 4 3

三沢市立三沢病院 3 1 1 0 0 2 2 0 0 3 0 0 - - - - -

むつ総合病院 5 3 2 1 0 2 2 0 0 4 1 0 - - - - -

計 71 50 45 4 1 21 18 2 1 63 6 2 73 61 12 77 62

（参考）

R6年度 95 56 48 8 0 39 24 14 1 72 22 1 77 68 9

R5年度 80 40 36 4 0 40 22 14 4 58 18 4 62 55 7

R4年度 86 54 48 5 1 32 13 18 1 61 23 2 67 56 11

0

令和７年度　医師臨床研修修了者の進路状況及び専攻医数（卒後３年目）

令和7年5月16日

青森県医療薬務課

臨床研修病院
R7.3臨床研修
修了者数（A）

R7.4～専攻医数（B）

R6.4 R5.4　県内出身者 　県外出身者

（A）のR7.4以降の勤務先（移動先）

計

※　専攻医数（B）は、専門研修の基幹施設をベースに計上（どの施設の専門研修プログラムで専門研修を受けているかに基づいて計上）。

（B）の内訳
（臨床研修を修了した病院）

弘前大学医学部附属病院 2 2 2 0 0 0 0 2 0

※　下段( )は、県外病院での勤務者の再掲。

※　青森市民病院、国立病院機構弘前総合医療センター、黒石病院、つがる総合病院、青森労災病院、三沢市立三沢病院及びむつ総合病院は、R6.4現在、専門研修基幹施設
　ではない（（B）において－線を引いている）。
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１ 令和７年度 臨床研修修了者の勤務先

Ｒ６年度（２年目） Ｒ７年度（３年目）

県内臨床研修病院

県内医療機関 ６３名

その他（勤務先未定等） ２名

県外医療機関 ６名
臨床研修修了

７１名㋐

㋒

㋑



２ 令和７年度に県内専門研修プログラムで働く専攻医数

＜県内プログラムで働く専攻医とは＞

医師としてどういった専門的なキャリアを構築するかということに関して、弘前大学や県立中央
病院等が主体的に関与していく者のこと。

７３名

㋕-1

６０名 １０名 １名 ２名

㋔-1 ㋔-2 ㋕-2 

本進路状況については、令和６年度に臨床研修を修了した医師に関するものであり、臨床研修の修了時期を問わず集計した採用数（一般社団法人日
本専門医機構等が発表する専攻医採用状況等）と一致しない。

臨床研修
（R6）

県内 県外 県内 県外

勤務先
（R7）

県内 県内 県外 県外

６１名

㋓



令和７年５月１６日  

 

令和７年度県内施設の専門研修プログラムに基づく専攻医採用数等について 

（医療薬務課長コメント） 

 

１ 新たな専門医の仕組み 

 〇 平成３０年４月から新たな専門医の仕組みがスタートし、医師免許取得後の２年間の臨床研

修を修了した医師は、１９基本領域のうち、いずれかの専門研修プログラムを選択し、専門研修

を開始することができるようになりました。 

〇 青森県内では、青森県立中央病院、弘前大学医学部附属病院等の６病院１診療所が専門研修の

基幹施設となり、合計３４プログラムが日本専門医機構に認定されています。 

  

２ 県内臨床研修修了者の勤務先について 

〇 令和７年３月に県内の臨床研修病院で臨床研修を修了した者は㋐７１名で、このうち６３名 

(㋑)が、令和７年４月以降も県内の医療機関で勤務しており、㋒６名が県外の医療機関で勤務し

ています。 

 ・県内勤務    ㋑６３名（うち県内出身者４５名） 

 ・県外勤務    ㋒ ６名（うち県内出身者 ４名） 

  ・その他（未定等）  ２名（うち県内出身者 １名） 

 

３ 県内施設の専門研修プログラムに基づく専攻医採用数について 

 〇 令和７年３月に臨床研修を修了し、４月から県内医療機関の専門研修プログラムで専門研修

を開始する医師（専攻医）は㋓７３名でした（令和６年４月が㋗７７名、令和５年４月が㋘６２

名、令和４年４月が㋙６７名）。 

 〇 なお、㋓７３名が臨床研修を修了した病院は、 

・ 県内の臨床研修病院 ６１名（㋔-1＋㋔-2） 

・ 県外の臨床研修病院 １２名（㋕-1＋㋕-2） 

となります。 

〇 また、㋓７３名のうち、弘前大学医学部附属病院の専門研修プログラムで専門研修を開始する

医師が、全体の約８６％に当たる㋖６３名となりました。これは、大学病院の特色である専門性

と若手医師の専門医志向がマッチした結果であると考えられます。 

   続いて、八戸市立市民病院が４名、十和田市立中央病院が３名、青森県立中央病院が２名、健

生黒石診療所が１名となっています。 

  



 

４ 今後の取組 

 〇 県としては、臨床研修を修了し、医療現場での活躍が期待される若手医師が県内病院で専攻医

として専門性を高めていくことは、本県の医師不足を改善し、医療体制を維持していく上で、極

めて重要であると考えています。 

 〇 今後とも、若手医師が青森県で勤務しながらキャリア形成ができる仕組みの充実に向け、弘前

大学や県内の臨床研修病院、青森県医師会などの関係機関との連携を強化し、医師の育成と県内

への定着に向けてしっかりと取り組んでいきたいと考えています。 

 〇 また、全国的な医師の地域偏在の是正については、県として、国において積極的かつ実効性あ

る措置を講じるよう、引き続き求めていきたいと考えています。 

 

 

【参考】これまでの専攻医（後期研修医）の採用状況 

 H29 

年度 

H30 

年度 

（以

降、新

制度） 

H31 

年度 

R2 

年度 

R3 

年度 

R4 

年度 

R5 

年度 

R6 

年度 

R7 

年度 

臨床研修修了者数 ９１ ８２ ８０ ７４ ７７ ８６ ８０ ９５ ７１ 

 県内で専門研修・勤

務 

６７ ５６ ６５ ５３ ６４ ６１ ５８ ７２ ６３ 

県外に転出 ２４ ２６ １５ ２１ １３ ２３ １８ ２２ ６ 

その他      ２ ４ １ ２ 
  

専攻医採用数 

（後期研修医採用数） 

 

７２ 

 

５７ 

 

６５ 

 

６１ 

 

６６ 

 

６７ 

 

６２ 

 

７７ 

 

７３ 

 県内医療機関から ６５ ４９ ５９ ５３ ５８ ５６ ５５ ６８ ６１ 

県外  〃 ７ ８ ６ ８ ８ １１ ７ ９ １２ 
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